
R3　地域こん談会まとめ

番号 自治会名 こん談案件 回答内容 回答者 取組状況 取組状況の説明事項

1
馬路町自治

会

丹波new風土記の里整備構想の具現化
をめざしたまちづくりについて
　
1　本構想をどのように認識されている
か。丹波国分寺跡整備基本計画との整
合性、現計画の進捗状況は。

２ 史跡丹波国分寺跡の一部を盛土して
駐車場としての活用を何年も要望して
いる。文化庁との協議はされたのか。

３ 平の沢公園内に設置したものと同様
の「看板」を今後も関係機関に支援をい
ただきながら設置したい。

４ 各種おもてなしにかかるソフト面・
ハード面の窓口はどの部署か。

５ 公衆用トイレの設置を要望する。

1.平成元年に策定された「丹波new風土記の里整備構想」は、故上田正昭
先生にご指導を仰ぎながら、地元の皆様と教育委員会とが、川東地域の活
性化を願って策定した、当時としては大変意義深い地域振興計画であった
と認識しています。
ただ、計画に含まれる国立国分寺博物館の建設や国分寺・国分尼寺の建
物復元等は、当時としては全国的によく見られた史跡整備や教育普及の方
法でしたが、現在の史跡整備は、ハード事業に頼ることなく、周辺景観との
親和性を重んじる風潮にあり、市の財政状況をみても、当時の構想をその
まま実現するのは難しい状況にあります。それゆえ、平成２９年度に計画を
見直し、新しい計画を策定したところです。
改訂版の計画は、国分寺跡を地域活性の核と位置づけなおし、江戸時代
築造の本堂や鐘楼、山門、オハツキイチョウなどが織りなす景観を生かしな
がら、人々の集まる交流の場として整備しようというものです。
現在、平成３０年度に策定した基本設計に基づき、実施設計と工事を粛々
と進めており、令和元年度には経蔵跡を完成させ、２年度には鐘楼跡・僧房
跡の実施設計を策定、今年度には鐘楼跡の工事までを完成させる予定で
す。
国分尼寺跡については、寺跡の範囲がわかるような表示を検討しながら、
生垣の景観や建物、寺院や神社など他の貴重な文化財と一体的な保存・
活用を進める方法について、河原林町とも協議しながら、検討していきたい
と考えます。

2.駐車場のご要望については、把握しています。
現在、京都府文化財保護課や文化庁とも協議を進めており、広大な駐車場
用地の確保は難しいかもしれませんが、史跡丹波国分寺跡の周辺で、周辺
探訪のための駐車場確保ができないか協議しているところです。

3.看板の設置等については、関連部局も含めて、全体としての協議が必要
となると考えますが、川東地域に所在する文化財の説明など、看板の内容
については、ぜひ協力させていただきたいと考えています。

4.おもてなしの具体的な内容によって担当課は異なりますが、歴史文化財
課へご相談いただけたらと思います。
その後、具体的な計画の内容をうかがいながら、お力添えできる担当課を
適宜ご紹介させていただきます。

5.これについても、一度、歴史文化財課へご相談いただけたらと思います。
教育部だけで判断できないこともあり、具体的な内容をうかがいながら、検
討していきます。

教育部長 ③検討 こん談会時の回答のとおりです。
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2
馬路町自治

会

府道・市道・農道等各種道路網の安全
対策について
多発する農道での事故の防止対策につ
いて

本年４月に馬路町八反田で１名の方がお亡くなりになられ
る痛ましい交通事故があったところであり、本市としまして
も再発防止に向けた取り組みが不可欠であると考えてお
ります。
しかしながら、農道につきましては、市道等のどなたでも利
用できる生活道路ではなく、農業利用を目的とした道路で
ありますので、一旦停止等の交通規制や安全対策を講じ
ることは困難であり、すでに農道管理者の亀岡市川東土
地改良区において一般車両通行不可の看板を設置いた
だいているところですが、残念ながら一定の一般車両は通
行している現状です。
一般利用者の通行を規制することが最善の方法と考えら
れますので、より強い対策などにつきましては、地元農業
関係の皆さまと調整いただきますようお願いいたします。

産業観光部長 ⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。

3
馬路町自治

会

府道・市道・農道等、各種道路網の安全
対策について
➁信号機の設置（点滅信号も可）

信号機の設置につきましては、京都府公安委員会の所管
になります。
今回、改めて亀岡警察署に確認しましたところ、信号機の
設置におきましては、交通事故の発生状況等のデータ分
析、現場の立地環境（既存信号からの距離、信号機設置
スペース等）を踏まえ、京都府公安委員会が整備の可否
を判断されるとお聞きしております。
なお、当該箇所につきましては、すでに自治会より「府民
協働型インフラ保全事業」として、京都府に要望を提出し
ていただいているとお伺いしておりますので、本市といたし
ましても、引き続き亀岡警察署に対し交通安全対策を講じ
ていただけるよう働きかけてまいります。

総務部長 ⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。

4
馬路町自治

会
スクールゾーンについて

亀岡川東学園のスクール・ゾーンの設定につきましては、
６月４日（金）に馬路町自治会長と相談させていただき、設
定予定路線を決定いたしました。
それを基に６月２２日（火）に亀岡警察署交通課、７月７日
（水）に南丹土木事務所と協議を行い、現在設定に向けて
順次進めているところです。

教育部長 ①実施

７月３０日（金）に亀岡川東学園のスクールゾーンを設
定し、それに伴い電柱に巻き看板を設置しました。路
面標示につきましては、各道路管理者に依頼したとこ
ろです。今後とも児童生徒の通学安全の確保に関係
機関と連携して取り組んでまいります。
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5
馬路町自治

会

川東地域は、国営の圃場整備に伴い、
圃場の大型化、道路河川の整備が一気
に進み、下排水をはじめ生活インフラ整
備共々、地域環境が一新。管内には、３
本の府道、３つの大橋梁が完成。京都
縦貫道との接続もあって道路網整備が
大きく進展したことに伴い、内外からの
通行車両が急増。交通安全対策は喫緊
の問題。そこで伺う。

２．街路灯の整備等の安全対策の拡
充。

道路照明施設については、道路周辺の環境、または交通
の状況から、信号機の設置された交差点、横断歩道、見
通しの悪いカーブ等、交通事故が発生するおそれの多い
箇所について整備を行っております。
当該地域の圃場整備区域内の市道で危険な箇所につい
ては、平成２７年度から交通安全施設整備工事により、交
差点のカラー化、路面標示等の安全対策を実施してきま
した。今後につきましても、夜間の交通状況、農作物への
影響等も踏まえ、地元自治会をはじめ、京都府公安委員
会また関係機関とも連携を図りながら、安全対策の検討を
してまいりたいと考えます。

まちづくり推
進部長

③検討 こん談会時の回答のとおりです。

6
馬路町自治

会

川東地区は自転車愛好家からサイクリ
ングとしての聖地として評価を受けてい
る。自転車専用道路として色彩表示な
どの整備を進める考えは

令和元年に京都府において策定された京都府自転車活
用推進計画に基づく、サイクリングと観光を組み合わせた
「サイクルツーリズム」の推進を図るため、南丹地域サイク
ルルートが設定されました。
京都府管理道路につきましては、今年度から色彩表示等
の整備が行われる予定です。
南丹地域サイクルルートの中には、亀岡市道も設定され
ておりますので、今後、国や京都府と整備事業について調
整し、亀岡市においても同様の色彩表示等の整備を行っ
ていく予定です。

まちづくり推
進部長

②実施予定 実施予定時期：令和４年度
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7
馬路町自治

会

空き地・空き家活用促進協議会の設
立、市街化調整区域の見直し
協議会活動への支援

（現状）
移住を希望される方は、町の景観や雰囲気等を重視さ
れ、広域なエリアで探される場合が多く、川東エリアを１つ
とする『川東地域空き地・空き家活用推進協議会（仮称）』
を設立され、川東地域が一体となって空き家等の活用に
取り組んでいただけることは効果的であるとともに、市とし
ても心強く思っております。
また、空き家等の物件がなかなか出てこないという悩みは
市としても持っており、今年度新たに、空き家・空き地バン
ク登録に協力をいただいた自治会等への報奨金や自治会
等による空き家の家財撤去費用を補助する「亀岡市空き
家流動化促進事業補助金」の運用を始めました。
（考え方）
協議会の設立は、市としても移住関連の制度説明や各種
情報伝達などを行う場合に効果的、効率的に進めること
ができると考えております。
また、協議会をはじめ、他の関係団体等と市が協力して、
空き家となる前段階から所有者と相談できるような場づく
りについても、一緒に検討させていただければと考えてい
ます。
（コーディネーターについて）
現在、本市における移住促進の担当職員は１～２名であ
り、空き家調査や移住希望者等の空き家案内のほか、登
録に係る登記等の必要書類の確認などに多くの時間を要
し、市内全域をカバーすることが困難な状況であります。
そのような中、森の京都DMOにおいては、今年度新たに
移住定住を促進するため、地域資源活用に係る専門人材
を1名配置され、森の京都エリアにおける空き家調査等の
支援を開始されております。
市としましても、地域と行政の横断的な業務を行えるコー
ディネーターは必要であると考えており、退職後の市職員
の中からコーディネーターを選任していくなど検討してまい
りたいと考えております。

市長公室長 ⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。
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8
馬路町自治

会

空き地・空き家活用促進協議会の設立
と市街化調整区域の更なる見直し（弾
力的な運用）について

２．最近一部見直しされた調整区域内
の中での住宅建設可能地域の、再度の
見直しを願いたい。機運を盛り上げるた
めにも。

本市では、平成２９年４月に京都府から都市計画法に基づく開発許可制度
に係る事務委任を受け、地域への定住促進などに取り組まれている地域へ
の本市独自の移住・定住促進策の一つとして、既存集落まちづくり区域指
定制度の運用に向けた取り組みを順次進めており、馬路町の馬路地区を
含め、現在６町７地区で区域指定を行っております。
本制度は、人口減少や少子高齢化が進行し、地域活力の低下や地域コミュ
ニティの衰退が懸念される市街化調整区域内の既存集落において、地域
活力や地域コミュニティの維持、活性化を図るため、市長があらかじめ区域
と予定建築物の用途を指定して、指定区域内で自己用住宅等の指定用途
の建築物の立地（開発及び建築許可）を可能とする都市計画法上の開発許
可制度の一つです。
馬路町においては、平成３１年４月１日に馬路地区として約７３．４４ヘクター
ルの区域を指定し、その後、いわゆる第８回特別管理が実施されたことによ
り農用地区域から除外された農地等のうち、指定区域に囲まれるなど一体
的に集落地を形成していると認められる区域を既存集落まちづくり区域に
追加したいとの地域の意向を受けて、令和元年１２月２５日に指定区域の
変更を行い、現在は約７３．７２ヘクタールを指定しております。
本制度は、市街化調整区域において都市計画法上の許可を受けるために
必要となる立地基準の選択肢を増やすものではありますが、制度の運用に
あたっては、あくまでも市街化を抑制すべき市街化調整区域であり、なし崩
し的に開発可能地になることがないように配慮することが求められます。
法制度上、線引き制度の趣旨を逸脱しないことが前提となりますが、指定
済みの区域についても具体の検討箇所や課題等があるようでしたら、具体
内容を確認のうえ、対応を検討させていただきたいと考えております。
馬路町においては、自己居住用の専用住宅の建築を目的としたもの４件の
許可実績がございますが、地域拠点である集落地の維持・活性化を図るこ
とは本市のまちづくりを進めるうえでの喫緊の課題であると認識しており、
京都府の移住促進特別区域指定制度などとともに地域への移住・定住促
進に向けた効果的な取り組みになるとなるよう、今後とも市ホームページな
どを活用し制度の周知に努めてまいります。

まちづくり推
進部長

⑥その他 文書回答のとおりです。
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9
馬路町自治

会

校区外からの一定数の（定員状況を勘
案の上）通学が可能となる制度設計。
又、義務教育学校に認められている特
色ある教育活動（英語教育）への特化し
た支援

校区外から通学する制度については、各校区での今後の
児童生徒数の推移やそれぞれの地域の実情なども踏まえ
検討する必要があると考えています。
市としましては、児童生徒にとってより良い教育環境の構
築のため、複式学級の解消を最優先課題として進めてい
るところであり、現在のところ、亀岡川東学園については、
安定した教育環境が維持できていると考えております。
このような状況の中、現時点でご要望の制度の導入は考
えておりませんが、今後の児童生徒数の推移を見極めな
がら、また義務教育学校設立に至るまでの経緯や保護者
の声を踏まえつつ、地域の皆様とともにより良い教育環境
の整備に努めてまいります。
また、特色ある教育活動についてですが、小学校におい
て英語が必修化され、英語教育の重要性は高まっている
状況であるということは認識しております。その中で、本市
においては、英語もさることながら、それぞれの学校が、そ
れぞれの特徴を生かした学校づくりを図っているところで
あり、本年度から「魅力と特色ある学校づくり推進事業」を
実施し、審査の上、市内の小・中学校のうち５校を選定し、
支援をしております。今後とも、各学校が自校や地域の実
態等を十分踏まえ、創意工夫を生かした特色ある取組み
を展開していくことに対し、各学校と連携しながら、より良
い教育活動を進めていきたいと考えています。

教育部長 ⑥その他
児童・生徒数の推移を見極め、通学区域については、
市全体としての課題としたいと考えます。

10
馬路町自治

会

隣接する自治会管理地（現在、学校専
用使用）への、日常管理経費等相当分
の行政負担を求める。

自治会管理地については、亀岡川東学園の学校行事等
で保護者の駐車場利用としてお借りしているところで学校
も感謝されているところです。日常管理経費等については
基本的に負担できないことから、引き続き地域の御理解を
お願いしたいと考えております。
御理解が得られない場合は、保護者に車での来校を遠慮
願い、駐車場としての借用を断念せざると得ないと考えま
す。

教育部長 ③検討

自治会管理地については、亀岡川東学園の学校行事
等で保護者の駐車場利用としてお借りしているところ
で学校も感謝されているところです。日常管理経費等
の今後の対応策については検討することとします。
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11
馬路町自治

会

空き地・空き家活用促進協議会の設立
と市街化調整区域の更なる見直し（弾
力的な運用）について
３．子育て世代の移住を希望する。その
ためにも、子育てに関して魅力ある地域
であることが求められる。
（２）子育て世代が集える場所（北・池尻
区広場）への遊具設置。あるいは川東
保育所・亀岡川東学園の土地に一部開
放を。

本市では、「亀岡市簡易児童遊園整備事業補助金交付要
綱」を定め、自治会等が維持管理することを目的として実
施する簡易児童遊園及びちびっこ広場に遊具の設置並び
に遊具及び公園施設の維持修繕工事に要する経費につ
いて、補助金を交付しております。
補助金の額は、 補助対象経費の２分の１以内で、遊具な
どを設置する工事については、５０万円以内、遊具及び公
園施設の維持修繕工事については、２０万円以内を限度
に補助しておりますので、本制度をご活用いただけたらと
思います。

こども未来部
長

⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。

12
馬路町自治

会
川東保育所の土日の一部開放

保育所においては、園児が裸足で園庭を走り回り、遊具で
遊ぶため、細心の注意をはらって園庭の管理をしていま
す。
土日における保育所の開放については、そういった管理
や、万が一事故が発生した場合や遊具の破損等が生じた
場合の責任の所在等の問題があると考えています。
以上のことを踏まえ、保育所の開放についてはそれらの
問題を整理し、実施することが可能か検討してまいりま
す。

こども未来部
長

③検討 こん談会時の回答のとおりです。
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13
馬路町自治

会

子育て世代が集える場所（北・池尻区
広場）への遊具設置。あるいは川東保
育所・亀岡川東学園の土日一部開放
を。※建物はセコムあり。管理は地元管
理。

亀岡川東学園を含めた亀岡市内の各学校施設においては、事前
に施設使用の申請をいただき、学校運営に支障のない範囲で利
用いただいているところです。
亀岡川東学園の体育館とグラウンドを地元管理の元で開放日を
設けることについては、施設使用申請の手続きを行っていただけ
れば可能と考えます。
学校施設使用の流れ　※詳細は、亀岡市ホームページをご確認
ください。
１使用登録
事前に亀岡川東学園を通じて、教育委員会に学校施設使用者登
録（変更）申請書を提出し、団体の登録をしてください。
２使用可能時間
①平日 午後5時～午後10時
②土曜日、日曜日、祝日、長期休業日 午前8時～午後10時
３使用申請
事前に亀岡川東学園に空き状況を確認し、亀岡川東学園を通じ
て教育委員会に学校施設使用許可申請書兼許可書及び実績報
告書を提出してください。
使用開始日の1か月前から3日前までに申請してください。
減免される場合を除き、使用料が発生します。
４使用料が減免される条件
①市又は教育委員会が主催(共催を含む。)して使用 10割
②市内の小学生又は中学生を対象とした団体が小学生又は中
学生の使用を伴って使用 10割
③各町の自治会及び各町体育振興会が町全体等の行事に使用
5割
④身体障害者手帳の交付を受けた者、療育手帳の交付を受けた
者又は精神障害者福祉手帳の交付を受けた者が使用 10割

教育部長 ⑥その他

こん談会時の回答のとおりですが、令和4年2月18日
に開催された自治委員会議において、亀岡川東学園
のみならず、学校運営に支障のない範囲で、自治会
やＰＴＡ、子ども会などで使用申請をいただき、地域住
民や保護者の方の安全管理のもとで子どもたちに開
放することが可能である旨を周知しました。

14
馬路町自治

会

空き地・空き家活用促進協議会の設立
と市街化調整区域の更なる見直し（弾
力的な運用）について
３．子育て世代の移住を希望する。その
ためにも、子育てに関して魅力ある地域
であることが求められる。
（３）子育て世代移住者への特典付与に
対する行政支援。

特典付与をお考えになることにつきましては、子育て世代
を地域で応援し、子どもたちの健やかな成長にもつながる
取り組みと考えているところです。
まずは、馬路町としてのお考えをお聞かせいただき、市か
らの財政的な支援につきましては、他町とのバランスを考
慮する必要があると考えますが、市としてできることは支
援したいと考えます。

こども未来部
長

⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。
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15
馬路町自治

会
子育て世代移住者への特典付与に対
する行政支援

（現状）
子育て世代への支援としては、「多子世帯・三世代同居・
近居支援事業補助金」があります。支援の内容としては、
リフォームに要する費用として100万円、住宅購入及び賃
貸に係る不動産会社等への仲介手数料がそれぞれ、40
万円と5万円が上限額であります。
さらに世帯の中に京都府外からの移住者を含んでいる場
合は、上限額が2倍となります。
（考え）
川東地域は、小中一貫校の川東学園をはじめ、保育所や
南丹高校といった子育て及び教育環境が整っていること
に魅力を感じ移住希望される人も多くみられます。
今後もこうした住環境や自然環境を維持、充実させるとと
もに、先ほど申し上げました補助金等の情報を、しっかりと
移住希望者に発信してまいりたいと思っております。
（補足）
　・補助金の額は、補助対象経費の１／２または、上記の
金額の低い方の額。
・多子世帯：３人以上（胎児含む）
・子：高校卒業まで（18歳に達する日以降の最初の3月31
日までの間にある子）
・市民も対象
・補助金は府・市１／２ずつ出し合っている。

市長公室長 ⑥その他 こん談会時の回答のとおりです。

16
馬路町自治

会
公立保育所をすべて『認定こども園』と
し、保幼一元化を図るべき。

認定こども園は、３歳から５歳のこどもについては保護者
の就労などの保育要件の有無にかかわらず、こどもを受
け入れることができ、幼稚園・保育所の両方の機能を併せ
持つ施設です。
川東保育所を含め、公立保育所を認定こども園とすること
については、利用ニーズや地域の就学前の教育保育施設
の状況等を踏まえて、検討してまいります。

こども未来部
長

③検討 こん談会時の回答のとおりです。
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17
馬路町自治

会

その他要望事項について
1 中川小十郎生家活用計画への行政
側の積極的な指導・助言を願いたい。

中川小十郎氏については、馬路町出身の偉大な教育者で
あり、実業家でもあります。その地元の偉人を顕彰しよう
と、10年前から中川小十郎顕彰会を立ち上げ、市民や地
元小中学校に対しての啓発活動を続けておられるのも存
じております。
亀岡市教育委員会としましても地元馬路町と中川小十郎
顕彰会と連携しながら、積極的に取り組んでいきたいと思
います。

教育部長 ①実施
こん談会時の回答のとおり、取り組んでいるところで
す。

18
馬路町自治

会
カラス捕獲に伴う協働した取り組み（餌
の確保、設置場所の調査）

馬路町をはじめ川東地区では、カラスによる農作物被害
に苦慮されていることから、これまでの地元要望にも対応
すべく、令和元年度から亀岡市農業公園と馬路町の月読
神社地内にカラス捕獲檻を設置して有害鳥獣の捕獲・駆
除を進めているところです。
カラス捕獲檻の設置については、設置する場所の安全確
保や住民の理解が得られる場所を選定することとしていま
す。農業公園内での捕獲檻は、事前に河原林町自治会と
も調整・協議するなかで市が設置し、捕獲業務を亀岡市猟
友会に委託しています。月読神社内の捕獲檻も市から馬
路町自治会に捕獲業務を委託していますので、町内での
設置場所変更等につきましても、今後協議しながら対応し
たいと考えますので、引き続きご理解ご協力お願いいたし
ます。
また、月読神社内のカラス捕獲檻での捕獲用餌（エサ）に
つきましては、現在、農事組合法人丹波畜産協同組合か
ら、家畜用飼料のお菓子（クッキー）を提供いただくなどご
協力いただいているところですが、農業公園内の捕獲檻
では猟友会が食パンを餌としていることでカラスが多く捕
獲できていることから、猟友会から馬路町自治会へ餌用
の食パンを提供いただくよう調整いたします。

産業観光部長 ➀実施

月読神社内のカラス捕獲檻での捕獲用餌（エサ）パン
への変更要望を受け、７月２６日に市内のパン製造・
小売店へ売れ残り等で廃棄となるパンの提供協力を
お願いしましたところ、カラスによる農作物被害対策の
趣旨に賛同いただき、無償で提供いただけることに
なったところです。馬路町自治会や亀岡猟友会の捕獲
檻餌用のパンとして利用いただき、引き続きカラス対
策の捕獲強化に努めますのでご理解ご協力をお願い
します。
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19
馬路町自治

会
土づくりセンター、丹波畜産養豚場等か
らの臭気対策の強化・指導について

亀岡市土づくりセンターと農事組合法人丹波畜産協同組
合の養豚場の臭気問題は、懸案事項であり、これまでか
ら改善に向けて継続的に取り組んできたところです。
臭気対策のため、一昨年に先進地を視察したところ、有機
系の発酵促進剤を堆肥に散布することで臭気を軽減する
ことが可能との説明を受けましたので、亀岡市土づくりセ
ンターの堆肥の製造過程において、試験的に使用してい
るところであり、臭気対策に一定の効果は出ているものと
考えております。今後は、養豚場での散布も視野に入れな
がら、より効果的な臭気対策を講じられるよう継続して取り
組んでまいります。
また、養豚場に係る環境保全については、平成２８年６月
１日に地元自治会、丹波畜産、行政が締結した「環境保全
に関する協定書」に基づき、毎年１回、環境保全委員会を
開催し、現地確認や意見交換をするなかで、協定書の履
行状況の確認をさせていただいているところです。
今年度は２月３日に環境保全委員会を開催したところであ
り、今後も、地元の皆さんのご意見を聞きながら、適正に
養豚場の管理運営がなされるよう継続的に指導・助言を
行ってまいります。

産業観光部長 ①実施 文書回答のとおりです。

20
馬路町自治

会
今後の地域農業の振興を図るモデル地
域を目指した取り組みへの行政支援を

現在、馬路町で実現に向けて取り組んでいただいておりま
す「馬路まるっぽ中間管理方式」は、今後の地域農業を
守っていくための先進的な取組であり、本市としましても京
都府農業会議をはじめとした関係機関・団体とも連携する
中で、積極的に応援したいと考えております。
具体的には、地域の話合いへの職員の参加や中間管理
事業の手続き等の支援、また、機械導入等に係る補助事
業の案内など各種の支援を行ってまいります。

産業観光部長 ①実施 文書回答のとおりです。
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21
馬路町自治

会

SDGs創生事業として農業を持続可能な
開発目標として位置づけ、取り組む必
要があるのではないか

本市では、内閣総理大臣から「SDGs未来都市」に選定さ
れたことに伴い、強力にSDGsを推進するため、市長を本
部長とした「亀岡市SDGs推進本部」を設置しております。
また、食・農・環境・商工観光等、亀岡市SDGs未来都市計
画に掲げるモデル事業を持続可能な開発目標と位置づ
け、「SDGs未来都市推進幹事会」を設置するなかで、事業
実施及び進捗管理等を行っております。
現在は、SDGs未来都市として、持続可能な開発目標を達
成していくため、それぞれの部署において、再度SDGsの
考え方や方向性を見出しながら取り組みを進めているとこ
ろです。
今後はSDGs未来都市を看板として掲げるだけでなく、着
実に実行し成果を求めながら、各関係機関や自治会の
方々、市民の皆様とも情報を共有し、進めてまいりたいと
考えております。

市長公室長 ①実施

令和3年9月16日～18日の3日間、東京都港区におい
て開催された「第6回Organic Lifestyle EXPO」へ出展
し、SDGs未来都市亀岡を発信するとともに、「SDGs時
代の有機農業」をテーマに行われたオンラインパネル
セッションに市長が参加し、亀岡の有機農業や学校給
食のオーガニック化について広く発信しました。
また、令和4年3月19日～21日の3日間、グランフロント
大阪うめきた広場において開催予定の「旅サラダ
EXPO」へ出展し、SDGs未来都市を発信する予定で
す。
今後も各関係機関や自治会の方々、市民の皆様とも
情報を共有し、SDGs未来都市亀岡の取り組みを推進
してまいりたいと考えております。

22
馬路町自治

会

三ッ辻区内（三軒屋区境）の中川泰宏
氏所有農地の耕作放棄地への行政指
導について

ご指摘の農地は、馬路町上出合120(地目-田、地積-
2,013㎡)と思います。
所有者を農地台帳により、確認しましたところ「株式会社
泰宏農場生産組合」となっています。
現状は、雑草等が繁茂する耕作放棄状態です。
農業委員会は、農地法(第30条)の定めるところにより、遊
休・荒廃農地の発生防止、解消に向けた対策を進めるた
め、亀岡市全域の農地を対象に農地の利用状況調査、い
わゆる農地パトロールを毎年夏に実施しておりますが、現
況を確認する中、遊休農地として問題となりました。
解消のため、農地所有者に対して、早急に雑草等を除去
し近隣農地への悪影響を排除すること、並びに今後の農
地利用に対する意向確認を文書発送により指導して参り
ましたが、現状、未だ履行できていない状態が続いており
ます。
当該農地の周辺は、(農振農用地が連坦している)優良農
地地域ですので、近隣への悪影響を排除するため、農地
法及び農振法に基づき、市と連携を取りながら当該農地
所有者に対し、是正指導並びに農地としての利活用を指
導します。

産業観光部長 ①実施

８月２５日に馬路町内の荒廃農地を対象に農地パト
ロール（農地利用状況調査）を実施し、ご指摘の農地
（馬路町上出合１２０番地）について、出席役員方（自
治会長、農業委員、農地利用最適化推進委員、農家
組合長等）と協議し、農地の荒廃状態を踏まえ、当該
農地所有者（株式会社　泰宏農場生産組合）に対し、
利用意向調査書及び草刈り指導文書を送付すること
で決定いたしました。
上記のことを受け、１０月１４日付で上記文書を送付
し、利用意向調査書については、１ケ月内の期限を設
け、今後の利用意向について回答書を送付いただくよ
う依頼し、また草刈り指導文書については、早急に草
刈りの履行等農地の適正管理に努めていただくよう指
導しております。
当該期限内に所有者等から今後の利用意向について
文書回答がない場合、早急に草刈りの履行等の適正
管理をしていただけず放置状態が継続されると判断さ
れる場合、農業委員、農地利用最適化推進委員、市
関係部局と連携し、個別訪問を実施する等是正指導
に努めて参ります。
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